
が
ん
ば
れ
！ 

三
陸
鉄
道 

大
月 

和
彦 

昨
年
１
月
、
列
車
に
乗
る
こ
と
だ
け
が
好
き
と
い
う
Ⅰ
君
と
三
陸
地
方
の
旅
を
し
た
。
が
ん
を
患
っ
て
い

た
Ⅰ
君
か
ら
の
年
賀
状
に
「
手
術
の
経
過
が
い
い
の
で
Ｊ
Ｒ
の
フ
リ
ー
パ
ス
を
使
っ
て
ぶ
ら
り
旅
を
し
た
い
」

と
あ
っ
た
。 

数
年
前
行
っ
た
と
き
は
、
被
害
跡
が
生
々
し
く
、
三
陸
鉄
道
は
不
通
区
間
が
多
か
っ
た
。
１
昨
年
春
ご
ろ

だ
っ
た
か
三
陸
鉄
道
が
全
面
開
通
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
の
で
、
全
線
に
乗
ろ
う
と
思
い
た
っ
た
。 

三
鉄
線
は
、
北
リ
ア
ス
線
（
久
慈—
宮
古
）
と
南
リ
ア
ス
線
（
宮
古—

釜
石―

盛
）
を
結
ぶ
１
６
３
㎞
の
路

線
。
ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
が
多
く
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
災
害
に
弱
い
。
沿
線
の
人
口
は
減
っ
て
い
る
が
、
通
学

や
病
院
通
い
な
ど
住
民
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
機
関
。
無
人
化
や
業
務
の
委
託
な
ど
極
限
ま
で
合

理
化
し
、
企
画
列
車
の
運
行
や
三
鉄
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
経
営
努
力
を
し
て
い
る
が
焼
け
石
に
水
。 

 

旅
は
誤
算
続
き
だ
っ
た
。
上
野
か
ら
の
新
幹
線
に
乗
り
遅
れ
た
。
次
の
列
車
で
新
花
巻
に
着
く
と
、
釜
石

行
の
列
車
が
出
た
ば
か
り
で
２
時
間
待
ち
。
雪
景
色
の
遠
野
盆
地
を
過
ぎ
る
頃
う
す
暗
く
な
る
。
釜
石
に
着

く
と
予
定
し
て
い
た
盛
駅
へ
往
復
す
る
時
間
は
な
く
、
三
鉄
全
線
乗
車
は
断
念
す
る
。
ぶ
ら
り
旅
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
。 

全
線
開
通
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
前
年
の
台
風
で
寸
断
さ
れ
、
釜
石
か
ら
の
下
り
線
が
不
通
と
い
う
。

代
行
バ
ス
で
浪
板
海
岸
駅
そ
ば
の
民
宿
へ
。 

民
宿
の
女
将
さ
ん
は
震
災
当
日
、
勤
務
先
の
吉
里
吉
里
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
い
て
、
地
震
が
発
生
す
る
と

す
ぐ
車
で
自
宅
に
避
難
し
た
。
津
波
は
高
台
に
あ
る
民
宿
の
床
下
ま
で
押
し
寄
せ
た
が
大
き
な
被
害
は
な
か

っ
た
と
い
う
。 

翌
朝
、
陸
前
山
田
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
。
２
両
編
成
の
気
動
車
で
宮
古
へ
。
三
鉄
本
社
の
あ
る
宮
古
駅

か
ら
は
北
リ
ア
ス
線
。
久
慈
行
の
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
に
乗
り
換
え
、
田
老
、
小
本
な
ど
災
害
の
爪
跡
を
見
な
が

ら
北
上
す
る
、
島
越
で
は
速
度
を
落
と
し
て
、
全
滅
し
た
集
落
の
跡
を
見
せ
て
く
れ
る
。
普
代
か
ら
先
も
不

通
と
い
わ
れ
、
ま
た
代
行
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
。
バ
ス
は
な
ぜ
か
、
列
車
の
ダ
イ
ヤ
通
リ
に
終
点
久
慈
駅
に

着
い
た
。 

 

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
が
落
ち
つ
い
た
ら
、
三
陸
海
岸
の
風
景
を
三
鉄
の
車
窓
か
ら
眺
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 


